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事業区分 総合流域防災事業 事業主体 徳島県

箇所名

591

区分 B/C

着手時 1.1 433 工事費 484 人家２３戸、道路250m

完成時 1.2 854 工事費 1,045 人家２３戸、道路250m

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
※保全対象については、着手時は概略調査、完成時は詳細調査結果に基づいているため、現地状況により数値が異なる場合がある。

⑤課題と今後の事業への反
映

・当該箇所は施工時に発生する土砂の工事間流用や隣接する町道工事の進度調整に時間を要した。
今後は早い段階から工事間の調整を行い、スムーズな工事の施工を図る。

事業概要

事業の目的・必要性

　本渓流は、平均河床勾配が１／７と急勾配の渓流である。流域内の地質は脆弱で風化が進行し、渓流内の至る所で崩壊、土砂生産が著
しく、出水時に土石流が発生すると下流の人家、県道に甚大な被害を及ぼす恐れがある。
　このため砂防堰堤工、流路工を施工することで土砂災害を未然に防止し、安全を図るものである。
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・施工時には積極的な発生土の工事間流用を行い、環境負荷の軽減に努めた。
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平成18年

平成28年

総費用（百万円） 総便益（百万円）

④社会経済情勢の変化
・H26.8月に発生した広島豪雨災害により土砂災害に対する防災意識が一層高まっている中、当事業
の実施においては土砂災害に対して地域の安全や緊急輸送路を確保しながら、土地利用や保全対象
に影響を与えることなく、防災面の向上に寄与している。

事業の概要
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総合流域防災事業

③事業実施による環境の変化

評価項目

②事業の効果の発現状況

勝浦郡上勝町中村 樫原谷

砂防堰堤１基（H=13.0m L=51.7m V=3723m3），流路工 L=31.0m

・砂防堰堤の完成に伴い土砂災害による被害の軽減された。
・人家２３戸、緊急輸送路である県道徳島上那賀線が保全され、災害時の輸送路が確保された。
・ソフト対策である土砂災害警戒区域の指定と併せて、地域の総合的な防災力の向上が図られた。

①費用対効果分析の算定基
礎となった要因の変化

評価内容

・計画全体事業費430百万円 → 精算全体事業費591百万円
　計画工期H18年度～H23年度 → 実施工期H18年度～H27年度
　着手時B/C 1.1 → 完成時B/C 1.2

樫原谷総合流域防災事業

流域概要図

県道徳島上那賀線

保全対象

本堤工

至 那賀町

至 徳島市

位置図


